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ライフスタイルが住居観におよぼす影響と住情報・住教育
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（ 大分大）
目　的　　40 歳代・50 歳代は，高齢期の住生活にむけて，具体的に検討しはじめる時期

だといわれている。多様化する高齢期の生活像・住居観をあきらかにし，ライフスタイ

ルに対応した住情報の支援や住教育のあり方を検討することがこの研究の目的である。

方　法　　①アンケート調査　対象：大分県内の40 歳代・50 歳代の男女　408 名。時期

:1999 年9 ～10 月。有効回収票数:252  (男性70 ・無職女性113 ・ 有職女性69  (うち単

身16)) 。有効回収票率:61.8 ％。②ヒアリング調査　豊かな後半生を考える会( 女性Ｇ)。

結　果　　 ①全般的に，高齢期には夫婦で暮らしたいというものが多かったが，男性・

無職女性・有職女性・単身女性で，住居観や準備姿勢に違いがみられた。②男性は，高

齢期には，家族と，郊外の和風の広い住宅に住みたいものが多く，準備意識は低かった。

③女性は，男性に比べれば，市街地の機能的な住宅に住みたいものが多く，施設・設備

等への要望も強かった。貯金や情報収集などの準備もはじ めていた。④なかでも，有職

女性は準備意識や施設・設備への要望が強かった。⑤全般的に，戸建て持家に関する情

報や商品情報の認知度が高く，これへの関心も高かった。⑥しかし，多様なニーズに対

応した住情報の入手は困難で，高齢期の多様な住生活像とこれを実現していくための具

体的な情報の提供や，住教育が課題である。
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【研究目的】近代化･ 都市化を目指して発展している現代中国で1ま、社会生活と家庭生活面で(DM 速 な構造

的変化と理念の転換に従い、人々の家庭生活に様々な矛盾と混乱が生じてお り、人々の生活を直接の研究

対象とする家政学の確立が急がれている。本研究は、中国での家政学的研究と教育課題の整理を目的とし、

次代の家庭生活のオピニオンリーダーになる大学生を対象に、彼らの家庭生活と住生活に関する意識特性

を考察したものである。

【研究方法】2000 年 ６月9 、12、15 日に中国の北京市と天津市の三大学の学生(全寮制)を対象に、直接配

票・当日回収の方式によるアンケート調査を実施した。配布数は248 票、回収数は233 票で、有効回収率

は94% であった。

【考察結果】(生 活実態) 大学生は親元を離れて生活しているが、週に１回以上家族と交流をとる人は74.  3%

を占 めている。(家 族観･生活翻 家族観としては民主的関係と愛情に基づく近 代核家族像への志向が強い。

従来の社会奉仕と社会保障を中心とした価値観(25.3%) は 自助努力意識を前提とした家族中心的価値観

(32.9%) へ転 換する傾向がみられた。家庭生活に於いては家族への帰属感と家族関係に対する重視度が高

く見られ、伝統的｢ 家庭養老観｣(22.7%) を改 め、社会福祉の整備を前提 とした新しい養老方式が求められ

ている。( 住 居観) 自然書視の接地型住宅(53.7%) と郊外の高層集合型住宅(25.6%) とい う相矛盾する志向

特性が見られる。また、自助責任による住み替えの期待が74.7% と非 常に高八( 生活知識と生活者教育)

生 活の知識と情報の取得が殆どマスコミの情報伝達(74.9%) と個人の生活実践(71.0%) に任 せられている

現実の中で、家庭生活に関する研究･教 育への関心と期待が高い。

226


